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3)族院政症により心室細動が誘発 された と思

われ る Brugada タイプの心電図所見を持

-_)1症例

細野 浩之 凍 柑 道東 (閥 開 合 病 院)
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症例は70歳男性で,数年前より胃薬甘草港を服周 して

し､た. 夕食中に突然数秒間の失神をきた した,当院来院

直後に数十秒の心室細動と失神を認め自然回復 した.A

院時,心電図上 QpY延長と V卜3 の ST上昇および,

醍-2.5と低民血症を認めた.冠 動脈をこぼ有意狭窄を認

めず,心臓超音波被風 心筋シンチグラムでも異常なく

器質的疾患は認めなかった.血清K健は正常化 し尿中排

雅量 も正常で,低K戯疫は甘草薬の内服によると考えら

れた.Bru那daタイプの心電図所見が持続 Lたため電

気生理学検査を行ったところ,二石室の早期刺激で心室細

動が誘発さ畑.'=.特発性心室細動に頓机 した病態で.低

K血症により心室細動が諌発された可能性が考えられた,
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心筋症)と思われる2症例を経験 した.

症例 1は7歳の弔児∴失神を主訴に来院 し心拍数 172

分の心房頻拍を認め,心£ヨー上左室駆出率27%と心機

能低下を認めた.電気生理学的検査によって右房前壁に

最早新興薗部位を認め,同部に高周波焼灼術を施行 し異

所惟興奮起源Lprl焼灼に成功 した.心拍数76分の洞調律

となり,左室駆出率は5壇%と著明に政審 した,

症例2は51歳L')男性.動博を主訴に来院 し心拍数 15L･1･

分の異所性心房頻拍を認めた.心エコ-上産室鰹拡大と

左室駆出率の低下 (駆出率14%)を認め心不全を繰 り返

していた.電気生理学的検査によって高位右房中隔側に

濃畢期興奮部位を認め,同部に高周波焼灼術を施行 し異

所性興奮起源の焼灼に成功 した.術後左室駆出率は24%

に改善 し,胸部Ⅹ線写廉上も心胸郭比の減少と肺潜血の

軽減を認めた,

心療健の低下 した症例で,異所性起源を疑わせる頻脈

を伴う場合,Tachycardia喜nducedeaydiomy叩a琉yを

考慮 し,敬治の可能性があることを認識すべきと考えら

,tlLた.


